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1 本論文は, 愛知大学経営学会主催 (2012 年, 2 月 17 日, 車道校舎) のワーク
ショップ (観光と交通のまちづくり) において発表したものにもとづいている｡
2 この基本的モデルについては, Isard (1956) を参照せよ｡
3 これについては, 石川 (1988) によって整理されている｡
4 この邦訳については, 田淵 (下総薫 (監訳), 1987 年, pp. 170-194) を参照
せよ｡
5 この邦訳については, 田淵 (下総薫 (監訳), 1987 年, pp. 195-206) を参照


































つぎの図 1および図 2で描くことができる｡ 各図では大都市圏が最大都市
から右水平方向にのみ描かれている｡




注) 図中の太線の 2つの円は, 本論の対象となる円形都市である｡ (図 2 同様)
ンパクトシティをベースにした都市圏論については, 神頭 (2010) を参照せよ｡









ス 1は副都心を有する都市が最大都市に隣接するケース, ケース 2は副都
心が最も離れて存在しているケースとも考えられる｡









で表される｡ ただし, 1は最大都市の人口, 2はランク 2都市の人口, 
はランク n都市の人口, 1は最大都市とランク n都市間の距離, 12は最
大都市とランク 2都市間の距離, αは距離の抵抗係数を, 1は最大都市と
ランク n都市の引力, 12最大都市とランク 2都市の引力をそれぞれ示す｡




10 これについては, 副都心の定義にもよるが, 東京大都市圏においては千代田




1＝21π (3) ＝2π (4) および 2＝22π (5)
で表される｡ ただし, 1は最大都市の半径を, はランク n都市の半径を,
2はランク 2都市の半径をそれぞれ示す｡
ここで, 大都市圏においてランク・サイズの法則が適用されると, ラン










さらに, 最大都市とランク n 都市, 最大都市とランク 2 都市の各都市
が隣接している条件として, 各中心地間を最短距離によって 1本の道路ま
たは鉄道で結ばれているとすると, 各都市間の距離は,
































で表される｡ さらに, ランク n都市と隣接する最大都市の半径を1 とし









以下では (15) 式の (最大都市とランク n 都市の相互作用に対する
最大都市とランク 2都市の相互作用 (以後これを ｢相対的相互作用｣ と呼
ぶ)) と都市のランク n (または都市数としての n) についてシミュレー
ション分析を試みる｡































































































は, ＝2, ＝1, ＝0.5, α＝2, 2＜－＜－30 で描かれている｡





ク n 都市と隣接している最大都市の半径が, ランク 2 都市と隣接し
ている最大都市の半径よりも大きいほど (すなわち, 相対的開発レベ
ルが高いほど) , 都市格差が小さい (βがゼロに近い) ほど相対
的相互作用は大きくなる｡ ちなみに, 隣接都市の相互作用が等しい
＝1の場合は, が大きいほど都市圏における都市の人口規模格差が
高いことが分かる｡ 図 4 は, ＝2, ＝1, ＝0.5, ＝50, α＝2,
0.8＜－β＜－1.5 で描かれている｡
 相対的相互作用と交通条件との関係については, 図 5 からα＝4ま
ではランク n 都市と隣接している最大都市の半径が, ランク 2 都市
と隣接している最大都市の半径よりも大きいほど, 大都市圏の交通条
件が良い (αがゼロに近い) ほど, 相対的相互作用が大きい｡ ただし,
ランク n 都市と隣接している最大都市の半径が, ランク 2 都市と隣
接している最大都市の半径よりも小さい場合は, 交通条件が悪いほど








市圏における交通条件が悪いことが分かる｡ 図 5は＝2, ＝1, 
＝0.5, ＝50, 0.5＜－α＜－7, β＝1で描かれている｡
上記を整理すると, あくまでも相対的ではあるが, 大都市圏において都
市の数が少なく, さらに都市の規模に格差がなく, 最大都市の規模が大き




ここでは, 分析結果の解釈を容易にするために, 上記のケース 1 (図 1)
を副都心を有するランク 2 都市が最大都市に隣接するケース, ケース 2
(図 2) を副都心を有するランク 2 都市が最大都市から最も離れて存在し
ているケースとする｡ また, 仮定 (2) にもとづいて都市の人口規模, 都
市面積および都市開発レベルが比例しているとして, 上記のからに
ついて, また都市を駅勢圏に代えた場合について以下の考察がなされる｡
 において, 各ケースにおける最大都市に隣接している都市 (以
後, 隣接都市) の相対的相互作用の効果 (最大都市とそれに隣接する
ランク n 都市の相互作用対最大都市とそれに隣接するランク 2 都市
の相互作用) は, 都市圏における都市の数が少ないほど, 副都心が最
も離れて存在する大都市圏の方が相対的に大きくなる｡





 において, 隣接都市の相対的相互作用の効果は, 都市圏におけ
る交通条件が比較的良い場合 (α＜4) は, 副都心が最も離れて存在
する大都市圏の方が相対的に大きい｡ 一方都市圏における交通条件が





合は (12) 式および (13) 式から,
比例する開発レベル) が等しいケース (1＝1) であるならば, ＝2
でなければならない｡ これは仮定の 3＜－に反する｡




比例する駅を中心とする開発レベル12) が異なるケース (1≠1) を
考えて見よう｡




















が導かれる｡ (19) 式についてシミュレーション分析をすると, 図 6
から最大都市の駅とランク n 都市の駅の相互作用と最大都市の駅と
ランク 2 都市の駅の相互作用が等しい場合, 大都市圏における都市
の駅数 n が多いほど, 都市の駅規模の格差を示すβが大きいほど,
ランク n 都市の駅勢圏と接している最大都市の駅勢圏の半径が, ラ
ンク 2都市の駅勢圏と接している最大都市の駅勢圏の半径よりも相対









































































る駅勢圏の大きさは, 駅までの道路, バスなどの公共サービス, 駐車
場などが整備されていることを示しており, このことが鉄道需要を誘
発する開発と比例していると言えよう｡
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図 7 大都市圏における鉄道の形状
注) 図中の点線から太線にかけて交通条件が良好な路線を示している｡ ま


















の良し悪しの程度 (距離の抵抗係数) が, 相対的相互作用の効果 (最大都
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